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９
月
定
例
会
は
、
１
日
に
招
集
さ
れ
、
24
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

招
集
日
に
は
、
条
例
改
正
３
件
、
補
正
予
算
６
件
、
令
和
２
年
度
の
会
計
決
算
６
件
の
計
15
議
案
が
提
出

さ
れ
、
最
終
日
に
は
、
条
例
改
正
２
件
、
工
事
請
負
契
約
１
件
、
人
事
案
件
３
件
、
議
員
提
出
の
意
見
書
４

件
の
計
10
議
案
が
追
加
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
・
同
意
・
適
任
・
採
択
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
、
会
期
15
日
目
（
９
月
15
日
）
に
８
人
が
当
面
す
る
村
政
の
問
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

歳出78億円を検証!!一般会計
特別会計

令和2年度決算

歳入（財源）� ７０億７，３０９万円
歳出（使いみち）� ６５億６，９６８万円
差引額� ５億３４１万円

一般会計決算額

◆歳出額65億6,968万円を
　村民(4,794人)1人あたりにすると… 137万396円

【村税の内訳】
・村民税� 8 億 6,001 万円
＜内訳＞�個人� 2 億 9,822 万円
� 法人� 5 億 6,179 万円
・固定資産税� 31 億 7,617 万円
・村たばこ税� 7,660 万円
・その他税� 1,858 万円

村税
41億

3,136 万円
（58.4%）歳 入

（財源）
繰越金
9億

6,663 万円
（13.7%）

国庫支出金
7億 9,566 万円
（11.2%）

繰入金
3億 4,019 万円
（4.8%）

地方譲与税
2億3,474万円（3.3%）

地方消費税交付金
1億9,529万円（2.8%）

県支出金 1億 6,468 万円（2.3%）

その他 1億 7,406 万円（2.5%）
諸収入 7,048 万円（1.0%）

一般会計歳入歳 出決算の内訳
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健
師
等
を
配
置
す
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

今
後
検
討
す
る
。

　
商
品
券
の
発
行
に
よ
る

成
果
は
。

　

十
分
に
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

　
商
品
券
の
村
か
ら
の
補

助
率
を
上
げ
る
検
討
は
。

　

補
助
率
を
上
げ
る
の
で

は
な
く
、
補
助
期
間
を
で

き
る
だ
け
長
め
に
設
定
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
商
品
券
は
村
外
の
方
も

購
入
で
き
る
の
か
。

　

購
入
可
能
。

　
温
水
プ
ー
ル
の
業
者
委

託
内
容
の
精
査
を
し
て
は

ど
う
か
。

　

総
点
検
を
し
、
精
査
を

す
る
。

反
対
…
橋
本　
渉　
議
員

　

豊
か
な
財
政
を
、
学
校
給

食
費
無
料
化
や
お
年
寄
り
の

医
療
費
補
助
な
ど
へ
使
う
こ

と
に
よ
り
、
住
民
の
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
た
め
、
反
対
す
る
。

賛
成
…
伊
藤　
秀
樹
議
員

　

活
気
・
魅
力
・
人
づ
く
り

の
村
の
推
進
に
向
け
、
事
業

計
画
に
沿
っ
た
実
施
が
な
さ

れ
、
適
切
に
執
行
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
最
良
な
事
業
の

推
進
と
予
算
執
行
を
望
み
、

村
民
の
生
活
環
境
の
向
上
に

努
力
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

賛
成
す
る
。

　
（
賛
成
多
数
で
認
定
）

　

①
内
部
統
制
対
応
支
援

委
託
②
統
一
的
な
基
準
対

応
支
援
委
託
を
行
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
出
て
き
て
い
る
の

か
。

　

①
監
査
法
人
と
し
て
の

目
線
に
よ
る
予
算
執
行
や

公
金
取
り
扱
い
に
関
す
る

指
摘
事
項
を
把
握
し
改
善

に
つ
な
げ
て
い
る
。
②
ス
ト

ッ
ク
情
報
（
資
産
や
負
債
）、

コ
ス
ト
情
報
（
減
価
償
却

費
等
）
を
把
握
す
る
こ
と

に
よ
り
、
他
自
治
体
と
の

比
較
が
で
き
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
費
と
し
て

国
か
ら
の
交
付
金
は
い
く

ら
か
。

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

と
し
て
約
６
９
０
０
万
円
。

　
ど
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
対

策
事
業
を
行
っ
た
の
か
。

　

感
染
症
対
策
の
備
品
購

入
や
子
育
て
世
帯
へ
の
応

援
金
な
ど
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

た
こ
と
に
よ
る
成
果
は
。

　

警
察
か
ら
の
要
請
で
カ

メ
ラ
の
録
画
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪

の
検
挙
・
抑
制
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
補

助
金
の
金
額
基
準
は
あ
る

の
か
。

　

法
人
運
営
事
業
等
の
主

な
も
の
の
支
出
に
関
し
て

補
助
し
て
い
る
。

　
温
泉
施
設
管
理
委
託
の

内
訳
は
。

　

人
件
費
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
体
制
は
。
正
規
職

員
は
何
名
か
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

館
長
１
名
、
療
育
指
導
員

２
名
、
保
育
士
１
名
、
保

健
師
１
名
。
正
規
職
員
は

１
名
配
置
し
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
正
規
職
員
と
し
て
、
保

一
般
会
計

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

質
疑

答

答

答 答

答

答

答

答

答

答

答

答 問

問

討
論

村内設置の防犯カメラ

総務費
17億

4,105 万円
（26.5%）

諸支出金
（積立金ほか）
12億 311万円
（18.3%）

歳 出
（使いみち）

農林水産業費
3億5,703万円（5.4%）

議会費 8,818 万円（1.3%）

公債費（借金返済）
1,285 万円（0.2%）

商工費 5,176 万円（0.8%）

民生費
11億 590万円
（16.8%）

土木費
6億 2,701 万円
（9.6%）

教育費
5億 1,297 万円
（7.8%）

衛生費
4億 6,458 万円
（7.1%）

消防費
4億 524万円
（6.2%）

一般会計歳入歳 出決算の内訳
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と
思
わ
れ
る
の
で
、
保
険

料
の
値
下
げ
は
で
き
な
い

か
。

　

今
後
高
齢
者
が
増
え
、

 

介
護
認
定
者
の
増
加
も
見

込
ま
れ
る
が
、
計
画
ど
お

り
進
め
ば
、
基
金
を
活
用

し
保
険
料
の
抑
制
に
充
て

ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
基
金
に
積
み
立
て
る
金

額
は
保
険
料
の
余
剰
金
で

は
な
い
の
か
。

　

特
定
財
源
も
あ
り
全
て

で
は
な
い
が
、
一
号
被
保

険
者
納
付
の
保
険
料
で
あ

る
。

　
今
後
３
年
間
の
見
通
し

は
。

　

令
和
２
年
度
の
給
付
費

は
４
億
円
を
超
え
て
お
り
、

今
後
も
増
加
す
る
と
推
計

し
て
い
る
。
持
続
可
能
な

運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

反
対
…
橋
本　
渉　
議
員

　

保
険
料
は
県
下
で
２
番
目

に
高
い
。
も
う
少
し
値
下
げ

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

と
考
え
る
た
め
、
反
対
す
る
。

賛
成
…
中
山
恵
美
賀
議
員

　

高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す

る
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
介

護
予
防
事
業
を
積
極
的
に
展

開
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
運
営
を
願
い
、
賛
成

す
る
。

　
（
賛
成
多
数
で
認
定
）

反
対
…
橋
本　
渉　
議
員

　

制
度
そ
の
も
の
が
、
お
年

寄
り
の
医
療
へ
の
差
別
化
を

図
り
、
負
担
増
な
ど
に
つ
な

が
る
会
計
の
た
め
、
反
対
す

る
。

賛
成
…
鈴
木　
康
祐
議
員

　

こ
の
会
計
は
、
高
齢
者
の

保
険
料
を
広
域
連
合
に
納
付

す
る
た
め
の
会
計
で
あ
り
、

 

高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
制
度
で
あ
る
。
今
後
も

増
え
続
け
る
高
齢
者
医
療
費

を
国
民
全
て
で
支
え
る
保
険

事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を
願

い
、
賛
成
す
る
。

　
（
賛
成
多
数
で
認
定
）

　

基
金
は
い
く
ら
あ
る
の

か
。
基
金
額
の
設
定
基
準

は
あ
る
の
か
。

　

約
１
億
６
０
０
０
万
円
。

基
準
は
設
け
て
い
な
い
。

　
基
金
を
活
用
し
て
、
一

定
期
間
で
も
保
険
税
の
値

下
げ
は
で
き
な
い
の
か
。

　

現
在
、
段
階
的
に
資
産

割
を
な
く
し
、
税
率
を
調

整
し
て
お
り
、
不
足
分
を

基
金
で
補
う
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
４

年
度
か
ら
未
就
学
児
の
均

等
割
が
減
額
と
な
る
た
め
、

減
額
分
が
値
下
げ
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　
過
去
に
約
１
４
０
％
の

保
険
税
値
上
げ
の
試
算
も

出
て
い
た
が
。

　

現
時
点
で
は
値
上
げ
は

考
え
て
い
な
い
が
、
運
営

協
議
会
で
検
討
す
る
。

反
対
…
橋
本　
渉　
議
員

　

保
険
税
の
税
率
が
非
常
に

高
く
、
住
民
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
基
金
も
あ
り
、

住
民
負
担
軽
減
の
た
め
値
下

げ
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
の
で
、
反
対
す
る
。

賛
成
…
伊
藤　
豊　
議
員

　

増
加
傾
向
に
あ
る
医
療
費

と
少
子
高
齢
化
の
社
会
情
勢

を
鑑
み
、
財
政
確
保
に
努
め

て
い
る
。
保
健
事
業
の
充
実

に
よ
り
住
民
の
健
康
と
維
持

増
進
を
願
い
、
堅
実
な
国
保

財
政
を
望
み
、
賛
成
す
る
。

　
（
賛
成
多
数
で
認
定
）

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

　

基
金
は
い
く
ら
あ
る
の

か
。

　

約
６
０
０
０
万
円
。

　
財
政
的
に
余
裕
が
あ
る

特
別
会
計

問

問

問 問

質
疑

答

答

答

答 答

答 問

問

国
民
健
康
保
険

問答

会 計 名 歳入額 歳出額 差引額

国民健康保険 5億2,289万円 5億656万円 １,633万円

農業集落排水
処理施設事業 １億7,293万円 １億7,04１万円 252万円

土地取得 42万円 42万円 0円

介護保険
保険事業勘定 4億8,１50万円 4億5,785万円 2,365万円

サービス
事業勘定 48万円 48万円 0円

後期高齢者医療 8,１45万円 8,１37万円 8万円

決算額

討
論

討
論

質
疑

農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
事
業

土
地
取
得

介
護
保
険

討
論

後
期
高
齢
者
医
療
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基金別決算額
基金名 種別 令和２年度末現在高

財 政 調 整 基 金 現金等 9億円
地 域 整 備 基 金 現金等 63億960万円
減 債 基 金 現金等 2,833万円
人 材 育 成 基 金 現金等 5億１,000万円
地 域 福 祉 振 興 基 金 現金等 １億3,892万円
国民健康保険財政調整基金 現金等 １億6,03１万円

土 地 開 発 基 金
不動産（土地　雑種地） 4,5１4.00㎡

現金等 １億6,400万円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 現金等 5,997万円
基 金 合 計 現金等 82億7,１１3万円

て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
第
４
次
総

合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
に
掲
げ

る
「
子
ど
も
が
す
こ
や
か
に
育
つ
む

ら
づ
く
り
」「
住
民
が
交
流
を
深
め

る
む
ら
づ
く
り
」「
安
心
し
て
生
活
で

き
る
む
ら
づ
く
り
」
を
重
点
と
し
て
、

「
私
た
ち
を
育
む
村
を
み
ん
な
で
育

て
る
」
の
実
現
に
向
け
、
村
民
の
皆

さ
ま
の
暮
ら
し
の
充
実
の
た
め
邁
進
さ

れ
、
本
村
の
特
徴
、
強
み
を
活
か
し

た
「
活
気
・
魅
力
・
人
づ
く
り
の
村
」

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要
望
し
て

審
査
の
結
び
と
し
ま
す
。

審
査
意
見
よ
り（
要
旨
）

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
に
関
す
る
調
書
は
、

関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て

お
り
、
決
算
計
数
は
関
係
帳
簿
及
び

証
拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り

の
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
金
の
運
用
状
況
を
示
す

書
類
の
計
数
に
つい
て
も
特
に
問
題
と

す
る
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
は
、
国

の
動
向
が
地
方
財
政
に
与
え
る
影
響

は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
中
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
伴
う
、
特
別
定
額
給
付
金
の

交
付
を
始
め
と
す
る
感
染
症
対
策
費

及
び
福
祉
・
医
療
な
ど
の
社
会
保
障

関
係
費
等
、
真
に
必
要
な
分
野
に
重

点
的
か
つ
効
率
的
に
予
算
が
配
分
さ

れ
ま
し
た
。

　

歳
入
の
根
幹
を
な
す
村
税
に
つい
て

は
、
収
入
確
保
に
十
分
努
力
し
た
も

の
と
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き

徴
収
率
向
上
に
向
け
て
努
力
す
る
と

と
も
に
、
滞
納
者
の
経
済
状
況
等
を

精
査
し
、
適
切
な
滞
納
整
理
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

歳
出
に
お
け
る
不
用
額
は
前
年
度

に
比
べ
増
加
し
て
お
り
、
所
期
の
目

的
を
達
成
し
た
事
業
に
つい
て
は
、
極

力
減
額
補
正
を
行
い
、
不
用
額
の
削

減
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
村
の
資
産
及
び
物
品
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
所
要
の
目
的
に
応
じ

た
効
率
的
な
運
用
及
び
使
用
に
努
め

意見書を村長に手渡しする委員

　
令
和
３
年
７
月
14
日
か
ら
７
月
28
日
に
か
け
て
監
査
委
員
伊
藤

幹
男
氏
、
小
川
政
徳
氏
に
よ
り
、
決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
土
地
開
発
基
金
の
運
用
状
況
を
審
査

し
た
結
果
を
ま
と
め
、
８
月
24
日
に
意
見
書
と
し
て
村
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
お
よ
び
意
見


